
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性的マイノリティの人権問題 とっとり県民カレッジ連携講座 

日時：９月２２日（金） 
午後２時～３時１５分 

会場：北条中学校 

１ 

日時：１１月２２日（水） 
午後２時～３時１５分 

会場：大栄中学校 

２ 

にじいろi
ア

-
イ

Ｒ
ル
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田中
た な か

一歩
い っ ぽ

さん 

近藤
こ ん ど う

孝子
た か こ

さん 

講師 

＊両日とも、どなたでも参加できます！ 

体育館 

 少しずつ暑さもやわらぎ、朝夕はさわやかな風が吹き過ごしやすくなってきましたね。“若々しさ

のカギは脳にある”といわれています。眠るもよし、勉強するもよし、趣味を楽しむもよし、心身共に

元気ではつらつとした毎日を過ごしたいですね。 

 

体育館 

第２回 分かりやすいじんけんの話を開催しました 

「生きて、生きて、生きぬきましょう！」 
７月３０日(日)に、大栄農村環境改善センターでヒューマンバンド

「熱と光」の宮﨑保さんをお迎えし、「ちょっと心を かしてくれませ

んか」と題してトーク＆コンサートを開催しました。 

熱量のある歌と宮﨑さんのユーモア溢れるトークで差別という固い

イメージをなくし、アンコールも含めてもあっという間の講演でした。 

宮﨑さんは、「人間は不思議と奇跡と偶然で出会っている。その中で

なぜ、いじめたりバカにしたり差別したり殺したりするのか」と話し始

めながら、ご自身のことや周りの方たちのことも含め、たくさんの人権

問題が今もなおあることをお話されました。 

講演会を行うたびに「絶対に死ぬな！」「一生懸命生き続けることが

差別との闘いだ！」という宮﨑さんのこの言葉は参加者にはもちろん、

ご自身の奥様をも勇気づける言葉となっています。 

次回はみなさんご希望の『４時間ライブ』をぜひ実現させたいと思い

ます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 金  

2 土 習字教室 

3 日  

4 月 午前休館  

5 火  

 6 水  

7 木  

8 金  

9 土 ○児 「プラネタリウムに行こう！」 

 10 日 絵本の読み聞かせ会 

11 月 午前休館  

12 火  

13 水  

14 木  

15 金 おしゃべりサロン 

16 土 習字教室/○児 「牛乳パックで灯ろうを作ろう！」 

 

 

17 日  

18 月 敬老の日／休館 

19 火  

20 水  

21 木  

22 金 第３回 分かりやすいじんけんの話 

23 土 秋分の日／休館 

24 日  

25 月

曜 

午前休館  

26 火  

27 水  

28 木              

29 金

曜 

 

30 土  
 

※行事の申し込みが終了している場合もあります。 

詳しくは、ほくほくプラザ（３７－４６７６）まで 

 

✿どなたでもご参加いただけます♪ 

【お願い】ご不要になった子ども服やおもちゃ、 

ベビー用品があればお譲りください。 

 

✣ ✣

７月２８日(金)に、ほくほく食堂を実施しました。 

最初は宿題タイムを設け、中学生・高校生のボランティアさん

に見てもらいながら集中して夏休みの宿題を進めていました。そ

の後『SDGｓてなんだろう？』をテーマにし、DVDを視聴しながら

児童厚生員のお話を聞いたり、紙芝居を聞きながらみんなで SDG

ｓについて考えました。子どもたちは真剣に学習に取り組み、そ

れぞれの思いもたくさん聞くことができました。 

  昼食は調理のボランティアさん方が作って下さったカレ

ーを参加者全員で食べました。たくさんのおかわりもあり、

また、SDGｓの学習をしたことによりごはんを残さずに食べ

る子が多数でした。 

 今回ほくほく食堂に食材等を寄付して下さった方々、ボラ

ンティアで参加して下さった方々には心より感謝を申し上

げます。本当にありがとうございました！ 


